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第
31
回
　
上
林
暁
文
学
館
企
画
展

　
　『
上
林
暁
と
東
京
の
風
景
』

　

上
林
暁
は
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
郷
里
を
舞
台
に
し
た
作
品
も
、
た
く
さ
ん

残
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
ど
ん
な
に
不
遇
で
、
つ
ら
い
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
文
学
を
も
っ

て
、
一
生
を
貫
こ
う
」
と
決
意
し
て
い
た
彼
に
と
っ
て
、
田
舎
は
作
家
の
安

住
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

毎
日
の
農
作
業
に
追
わ
れ
る
人
々
を
見
て
い
る
と
、
や
や
も
す
る
と
「
文

学
何
物
ぞ
」
と
懐
疑
的
に
な
り
、
田
舎
の
生
活
は
文
学
者
に
と
っ
て
害
敵
で

あ
る
と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。『
野
山
』（
一
九
六
三
年
）
の
中
で
は
、「
東
京

の
多
忙
と
活
気
の
中
に
身
を
置
く
と
、
自
分
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
と
感

じ
て
、
初
め
て
所
を
得
た
よ
う
な
安
堵
を
お
ぼ
え
る
の
だ
っ
た
。」
と
創
作
意

欲
旺
盛
な
文
学
者
の
本
音
も
語
っ
て
い
ま
す
。
作
家
上
林
暁
は
、
東
京
大
学

に
入
学
以
来
、
亡
く
な
る
ま
で
の
五
十
六
年
間
東
京
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

第
31
回
企
画
展
で
は
、
そ
の
東
京
で
の
足
跡
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。













　

去
る
８
月
25

日
（
日
）
に
、

「
第
十
四
回
上

林
暁
忌
短
歌
大

会
」
が
黒
潮
町

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
県
内
外
か

ら
94
首
の
短
歌

の
応
募
が
あ
り
、
特
選
３
首
、
植
田
馨
賞
１
首
、
秀
作
５

首
、
佳
作
10
首
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
午
後
一
時
か
ら
は
じ
ま
り
、
大
西
町
長
の
祝

辞
の
あ
と
に
、
選
者
で
あ
る
高
野
公
彦
先
生
（
朝
日
歌
壇

選
者
）
が
「
短
歌
の
見
ど
こ
ろ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ご

講
演
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、「
短
歌
の
価
値

は
歌
集
に
あ
る
」
と
し
て
、
27
首
の
模
範
短
歌
（
著
名
な

歌
人
の
歌
）
を
テ
キ
ス
ト
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
詠
ま
れ

た
時
代
や
そ
の
背
景
と
作
者
の
状
況
な
ど
を
う
ま
く
読
み

取
り
、
と
て
も
解
り
や
す
い
解
説
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、「
日
常
的
で
あ
っ
て
日
常
的
で
な
い
」「
悲

し
い
こ
と
を
悲
し
い
と
歌
わ
な
い
」「
方
言
を
活
か
す
」

等
々
、
魅
力
的
な
短
歌
を
創
る
た
め
の
コ
ツ
を
惜
し
み
な

く
伝
授
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
講
演
は
、
黒
潮
町

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
ま
し
た
が
、

短
歌
の
み
な
ら
ず
、
読
者
を
ひ
き
つ
け
る
文
章
の
書
き
方

を
教
え
て
く
れ
る
内
容
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■
特
選

シ
ョ
ウ
ガ
煮
の
鰹
の
心
臓
食
い
お
れ
ば
伊
豆
沖
漁
場
の
な

ぶ
ら
目
に
浮
く　
　
　
　
　
　

黒
潮
町　
　

竹
下
芙
佐
雄

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
に
見
ゆ
る
夜
明
け
空
わ
が
名
忘
れ
し
姑は

は

に
添
ひ
伏
す　
　
　
　
　
　
　

香
美
市　
　

町　
　

耿
子

梅
雨
の
晴
れ
間
独
居
の
人
を
訪
え
ば
筆
談
ボ
ー
ド
と
笑
顔

が
待
ち
お
り　
　
　
　
　
　

四
万
十
市　
　

坂
下
多
恵
子

■
植
田
馨
賞

ほ
と
と
ぎ
す
の
声
さ
や
か
な
り
朝
の
ラ
ジ
オ
は
ア
メ
リ
カ

イ
ラ
ン
の
対
立
伝
う　
　
　
　

黒
潮
町　
　

谷
脇　
　

巴

■
秀
作

孫
来こ

ぬ
を
寂さ

び

し
む
夫
は
三
つ
め
の
風
鈴
吊
る
し
音ね

の
違
ひ

言
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
美
市　
　

古
川　

安
子

す
い
す
い
と
水
の
上え

を
ゆ
く
ア
メ
ン
ボ
ウ
青
田
の
な
か
に

と
お
き
夏
あ
り　
　
　
　
　
　

高
知
市　
　

山
脇　

志
津

五い

百お

重え

波な
み

く
ぐ
り
し
伊
予
の
青
石
を
据
ゑ
て
夫
亡
き
七
年

を
過
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
亀
市　
　

宮
西　

史
子

第
十
四
回
上
林
暁
忌
短
歌
大
会

特
選
に
・
・
・

　
　
竹
下
芙
佐
雄
さ
ん
（
黒
潮
町
）

　
　
町
　
　
耿
子
さ
ん
（
香
美
市
）

　
　
坂
下
多
恵
子
さ
ん
（
四
万
十
市
）

植
田
馨
賞
に
・
・
・

　
　
谷
脇
　
巴
　
さ
ん
（
黒
潮
町
）

大
会
入
賞
作
品

上あ

林か

暁つ
き

の
学
び
し
文ふ

づ

机く
え

撫
で
を
れ
ば
松
原
越
し
に
潮
風
吹

き
来　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
万
十
市　
　

安
田
や
す
よ

あ
す
倒
す
杉
の
太
き
を
思
ひ
つ
つ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃
を

時
か
け
て
研
ぐ　
　
　
　
　
　

須
崎
市　
　

徳
永　

逸
夫

※
佳
作
10
首
は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
し
ま
す
。

第14回 上林 暁忌短歌大会（会場：黒潮町保健福祉センター）

講師：高野公彦　先生



回
で
あ
り
、
次
い
で
２
回
採

用
さ
れ
て
い
る
の
が
上
林
暁

他
10
人
の
み
で
す
。

　

は
た
し
て
、
私
た
ち
は
、

上
林
暁
と
い
う
郷
土
出
身
作

家
の
実
力
を
正
し
く
認
識
で

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
企
画
で
は
、
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
と
い
う
切
り

口
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
視
点
で
上
林
文
学
に
せ
ま

り
ま
す
。
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学
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ふ
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今
年
度
最
初
の
文
学
講
座

（
６
月
29
日
）
に
は
、
第
30

回
企
画
展
「
砂
浜
美
術
館
の

時
代
」
に
合
わ
せ
、
現
在
全

国
で
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
梅
原
真
さ
ん
に
登
壇

い
た
だ
き
ま
し
た
。
梅
原
さ
ん
は
砂
浜
美
術
館
の
生
み
の

親
と
も
言
う
べ
き
人
で
、
演
題
の
『
土
地
の
力
を
引
き
出

す
デ
ザ
イ
ン
』
は
、
彼
の
一
貫
し
た
仕
事
の
流
儀
を
表
し

て
お
り
、
参
加
さ
れ
た
方
も
納
得
の
講
義
で
し
た
。

　

第
二
回
文
学
講
座
（
９
月

８
日
）
は
、
上
林
暁
の
作

品
『
二
閑
人
交
游
図
』
に
出

て
来
る
濱
野
修
氏
の
長
男
濱

野
安
生
さ
ん
に
登
壇
い
た
だ

き
ま
し
た
。
上
林
暁
が
貧
困

と
妻
の
病
気
と
戦
争
に
苦
し
ん
で
い
る
時
期
、
心
の
支
え

に
な
っ
て
い
た
の
が
濱
野
修
氏
で
、
今
年
の
セ
ン
タ
ー
試

験
に
採
用
さ
れ
た
「
花
の
精
」
で
多
摩
川
へ
一
緒
に
鮠
釣

り
に
行
っ
た
の
も
濱
野
氏
で
す
。
彼
は
ド
イ
ツ
文
学
者
で
、

■
２
０
１
９
第
一
回
上
林
暁
文
学
講
座

土
地
の
力
を
引
き
出
す
デ
ザ
イ
ン

講
師
：
梅
原　

真
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

■
２
０
１
９
第
二
回
上
林
暁
文
学
講
座

二
閑
人
交
游
図
の
虚
と
実

講
師
：
濱
野
安
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
林
暁
と
親
し
か
っ
た
ド
イ
ツ
文
学
者
濱
野
修
の
子
）

「まともな文章」（抜粋）
私の文章はまともな文章ではないかと、私は自負している。本来の文章道に則って、相当正しい文章ではないかと思っ
ているのである。正しいという意味は、文法的な踏み外しが少なく、正確で、晦渋でなく、ケレンや誤魔化しを使わ
ず、推敲も行きわたり、句読点にいたるまで心をつかい、かなり吟味した語彙や修辞を用いているということになるで
あろう。私は日本の文脈を踏まえている上に、西洋の文脈の影響も受けている。斬新ではないが、古臭くもない、面白
さに感嘆させるところが少い反面、じっくり噛みしめれば味が出ようということを狙っている。

国
立
国
会
図
書
館
設
立
に
も
実
務
者
と
し
て
深
く
関
わ
っ

た
方
で
あ
り
、
上
林
は
彼
の
葬
儀
で
弔
辞
を
読
ん
で
い
ま

す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
そ
の
長
男
が
、
上
林
暁
の
私
小
説

に
含
ま
れ
る
虚
構
と
真
実
に
迫
る
内
容
の
大
変
興
味
深
い

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

過
去
30
年
間
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
（
国
語
）
で

採
用
さ
れ
た
小
説
は
77
作
品
、
著
者
は
65
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
人
の
作
家
で
最
も
多
い
の
が
、
夏
目
漱
石
の
３

■
第
32
回　

上
林
暁
文
学
館
企
画
展

上
林
暁
と
セ
ン
タ
ー
試
験

会
期
：
２
０
１
９
年
10
月
７
日
～
12
月
25
日


